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がん患者 44 名 (男性 34 名、女性 10 名) 、年齢中央値は 64 歳。最も多い化学療法レジメンは
シスプラチンと放射線の併用療法 (48 %) であった。1 日目に 125 mg、2、3日目に 80 mgのアプ
レピタントを経口投与後、1日目のアプレピタント内服後、24、72、および 120 時間に採血を行った。
血漿中アプレピタント濃度は high-performance liquid chromatography-tandem mass spectrometry
法にて測定した。この 3 点の採血から線形台形法を用い、1 日目の内服から 120 時間までのア




ントの実測AUC0-120の中央値と四分位範囲は 73,215と 55,518〜91,121 ngh/mLであった。単変量
解析の結果、投与量補正 AUC0-120は、総ビリルビンおよびアルブミンと相関が認められた。性別お
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